
あいちくらしと権利協同ネット�

「最期まで自分らしく生きる」ための支援�

名古屋市千種区�

孤独死が社会問題になっている中、高齢者や障害者、単身者などの「暮らしの
安心･安全」と｢尊厳をもって生きる権利｣を守る事業を展開。生活支援、身元保証、
任意後見、金銭管理、相続遺言から死後実務、葬送支援、納骨・墓地支援まで
幅広く支援する。設立団体は、地域福祉活動を展開する『コープあいち』と、尊
厳をもって生きる権利に取り組む『名古屋第一法律事務所』。さらに会計士など
も加わり、強固なセーフティネットを提供している。�

生協には、食品・日常生活品の配達や福祉サービスの提供を通して、地域の状
況を常に把握できる強みがある。きめ細やかな生活支援が行える生協と、法務・
財務支援を担う弁護士・会計士がタッグを組み、人々の幸福と尊厳を擁護する
団体を設立。利用者の望む支援が行われているか、人権は守られているかを各
専門家がチェックしあい、尊厳が冒されることなく「自分らしく生き、自らの意志で
終末のあり方を決める権利」を守る活動をしている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員4人�
ボランティア15人�
会員132

構成人員�

募 集 中 ！ �
同団体では、地域住民の助け合い精神によって、
「暮らしの安心・安全と尊厳を守り合い・支え合
う地域づくり」を目指している。この活動に参加し、
協力してくれる正会員、賛助会員(入会金500円、
賛助年会費1口500円)を募集中。詳しくはホー
ムページで（「あいちあんきネット」で検索）。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年12月9日�
保健・医療・福祉�
地域安全、人権擁護・平和推進�

概要�

連絡先�

〒�

052-781-6074 平日　9:00～17:00�
052-781-8833�
ankinet@304415.info.just.st�
http://www.just.st/304415

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

464-0824 名古屋市千種区稲舟通1-39�
生協生活文化会館�



愛知健康センター�

働く人とその家族のいのち・健康・人権を守る�

名古屋市熱田区�

労働現場の危険性や過密な勤務状況などに対し、企業の暴走がないよう歯止
めをかけたり、労災認定・裁判の支援などを行っている。事業は次の3つ。1.市民
団体や労働組合に呼びかけて、命と健康について伝える『健康学校講座』の開催。
2.電話相談『アスベスト被害110番』『過労死110番』や『メンタル学習会』を
開催し、職場の安全についての相談対応。3.相談員を対象とした、基礎講座の
開催や相談事例の研究。�

残業が月に100時間を超えるような長時間労働や低賃金など劣悪な労働現場で、
うつ病や自殺、過労死などが増加してきたことが設立の背景に。「労働安全衛
生法をきちんと守り実行してほしい」と願う労働組合の活動家や、『愛知職場の
健康問題研究会』に所属していた人々が団体を設立。働く人とその家族の健
康と安全、命と権利を守る活動を通して、「人権が尊重され安心して働ける職場
と地域社会の建設に寄与したい」と語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員4人�
ボランティア10人�
会員10

構成人員�

非正規労働や長時間労働など、劣悪な労働環
境の職場が多い昨今、労働と健康に関する問
題を抱えている人が多い。同団体は組合に加入
していない人に対しても親身に対応をしているの
で相談を希望する人は連絡を。労働安全衛生法
の基礎、健康診断の実施、快適職場などをテー
マに「出前講座」も開催。（費用は資料実費程度）�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2003年5月23日�
保健・医療・福祉�
社会教育、人権擁護・平和推進�

概要�

連絡先�

〒456-0006 名古屋市熱田区沢下町9-3�
　　　　　  労働会館本館306

052-883-6966　平日　12:00～17:00�
052-883-6983�
inoken-aichi@roren.net�
http://homepage3.nifty.com/inoken-aichi/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

募 集 中 ！ �



愛知県精神障害者家族会連合会�

県内家族会・連合会で組織。精神保健福祉の増進を図る�

名古屋市熱田区�

県内市区町村ごとに組織された精神障害者家族会の上部組織。51ある家族
会とその関係者を結ぶネットワークづくりと、精神保健福祉の増進を図る活動を
行う。具体的には、会報誌『あいかれんニュース』を年6回発行し、福祉に関する
ニュースや講演会の告知、活動報告などさまざまな情報を提供する。年6回ほど
開催する理事会では、政策提言についても話し合っており、精神障害者や家族
の要望を国や地方自治体に届ける活動にも力を入れる。�

1966年設立。日本では精神障害者は病人であり障害者ではないとされ、1995
年まで福祉サービスの対象ではなかった。また偏見も強かったため、家族同士の
自助活動として始めた。目標は、障害があっても「住み慣れたまちで普通に暮ら
すことができる」地域社会をつくること。また「障害者自立支援法」の障害者施
策において、身体・知的・精神の3障害が一元化されていることを受け、障害間
格差のない公平な福祉の実現を目指す。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員2人�
ボランティア0人�
会員1,278

構成人員�

募 集 中 ！ �
ボランティアスタッフを募集中。作業内容は、年
6回発行している会報誌の発送業務や、県内
各地で年数回開催する講演会やイベントの運
営など。その他、同団体のホームページを作成
するボランティアスタッフも大募集とのこと。興
味のある人は、同団体まで問い合わせを。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2006年11月10日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

〒�

052-265-5098 平日・土　9:30～15:30�
052-265-9211�
aikaren@beach.ocn.ne.jp�
－�

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

456-0024 名古屋市熱田区森後町11-12�
健身会館内�



愛知県難病団体連合会�

難病をもっていても共に暮らせる社会を目指す�

名古屋市中村区�

1. 難病に対する政策、施策や予算など国や行政に対して、難病に関する救済
制度を充実・促進する運動の展開。�

2. 難病に対する社会の理解を深めてもらうための啓発事業として、会報の発行
など。�

3. 難病の患者・家族を対象とした、連合会の大会、交流会の開催。�
4. 難病に関する電話相談や面談の実施。�

「難病」は、原因が不明で、治療方法も未確立であるため、患者や家族は、常に
経済的負担や精神的ストレスに苦しんでいる。そうした背景のなか1972年、スモ
ン病、筋無力症、膠原病(こうげんびょう)、ベーチェットの4つの患者会が中心と
なって、研究体制の拡充や医療費負担の軽減などを行政に求める連合会を結成。
現在は25団体が加盟している。活動する職員は「難病患者には不安がつきもの。
患者の生きる上での光でありたい」と語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員9人�
ボランティア9人�
会員11,025

構成人員�

募 集 中 ！ �
1.国会請願書に署名してくれる人を募集している。
難病患者が安心して社会生活を営むには、治
療を含めた総合的な対策が必要なため。2.毎
年1回開催される定期大会でのボランティアを
募集している。興味のある人は連絡を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2008年3月21日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

052-485-6655�
月・水・金　10:00～15:00　※祝除く�
052-485-6656�
ainanren＠true.ocn.ne.jp�
http://hp.kanshin-hiroba.jp/ainanren/pc�

T E L �
�
FAX�
E-mail�
URL

〒�453-0041 名古屋市中村区本陣通5-6-1�
地域資源長屋なかむら1F



あいち骨髄バンクを支援する会�

血液疾患患者とそれを取り巻く環境を総合的に支援する�

名古屋市東区�

1. 講演会開催や街頭などで、骨髄バンクについての説明やパンフレットの配布
など、骨髄バンクの普及・啓発活動を行う。�

2. 行政と協働して、骨髄バンクドナー登録会を開催。�
3. 遠方から転院してくる患者と家族のために、生活の場を安価に提供したり、心
のケアを行う。�

4. 血液疾患患者の移植後の生活、精神面への支援など、患者の生活の質（ク
オリティオブライフ）の向上に関わる講演会や相談会を実施している。��

全国初の民間骨髄バンクを発足させた『名古屋骨髄献血希望者を募る会』が
前身。骨髄移植を待ち望んでいる人は多いが、ドナーにとっては、骨髄提供のた
めに入院しなくてはならず、仕事を休むことへの不安や、全身麻酔による身体的
な不安などから移植に結びつかない場合も多い。ドナー登録数の増加だけでなく、
提供者や企業に深く正しい理解を広めることで、移植に結びつくよう努めている。
全ての患者が健康に生活できることを願って活動している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員1人�
ボランティア80人�
会員30

構成人員�

募 集 中 ！ �
企業に対して、ドナー休暇制度導入やドナー登
録会の開催を要望している。登録会では行政と
財団法人骨髄移植推進財団との協働で説明を
行う。市民に対しては骨髄バンクおよびドナー登
録への理解・協力を得るため、「まずは講演会な
どに参加し、骨髄移植・骨髄提供について、正
確な知識・情報を得てほしい」と呼びかけている。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年3月30日�
保健・医療・福祉�
国際協力�

概要�

連絡先�

〒461-0040 名古屋市東区矢田2-2-15-403

052-712-0457　平日　11:00～16:00�
052-712-0457�
npoaichi@tj9.so-net.ne.jp�
http://www.aichinokai.or.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



あいち障害者センター�

障害者の人権を守り、みんなで支えあう社会を目指す�

名古屋市熱田区�

身体障害や知的障害、精神障害を区別することなく、愛知県下の福祉施設や
障害者運動を広範囲に支援。国や自治体で開かれた障害者に関する議会内
容の発信など、さまざまな情報の提供や、情勢に応じた研修・講座の開催などを
行う。そのほか、愛知県福祉サービス第三者評価機関としての認定を受けており、
福祉サービスの利用希望者への情報発信にも尽力。また、生涯に渡る支援の
在り方も探っており、後見人などの事業も検討している。�

設立の経緯を遡ると、1960年代後半から70年代にかけて、愛知県で障害者運
動に関わった人たちが、障害者の権利と尊厳を守るためにさまざまな団体をつくっ
たところに行きつく。後年、その運動と事業を社会に広めるためには、情報提供
や次世代の担い手育成などの支援が必要として、同団体を設立。支援を通して、
障害者や障害者に関わる人たちの思いを結集し、すべての人が共に支えあい、
生きていける社会の建設を目指している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員2人�
ボランティア0人�
会員61

構成人員�

募 集 中 ！ �
学習指導ボランティアを募集中。2012年6月
頃までに発達障害児を対象とした塾のような学
びの場をつくる予定。授業内容のフォローが中
心となるため、塾講師や家庭教師、教員など児童・
生徒の教育に関わったことがある人を求めている。
発達障害に関わったことがある人なら、なお歓
迎とのこと。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2004年9月21日�
保健・医療・福祉�
人権擁護・平和推進、NPOの援助�

概要�

連絡先�

〒�

052-682-7911 平日　10:00～18:00�
052-682-7916�
soudan732@nifty.com�
http://www.npo-asc.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

456-0031 名古屋市熱田区神宮2-3-4　もやいビル�



愛知排泄ケア研究会�

排泄障害をもつ人を支援し、生活の質の向上を目指す�

名古屋市昭和区�

『排泄機能指導士』の養成講座を開催。排泄機能指導士とは、尿・便失禁など
排泄障害を抱える人に対し、排泄管理やケアの向上のための指導を行う専門
職である。現在公的資格ではないが、認知度は専門医を中心に全国に広がって
いる。また、会員を対象に排泄障害に関する勉強会を開催。非会員でも参加は
可能。そのほか、年に1度の市民公開講座の開催や老人会などへの講師派遣
によって、市民へ広く排泄ケアに関する知識を普及している。�

排泄障害は生活の質を大きく損なう重要な問題であり、現在高齢者の約7割が
排尿障害を持つと言われている。しかし排泄ケアに関する知識不足・重要性の
認識不足によって、適切なケアを受ければ必要ないにも関わらず、おむつやカテー
テルを使用している人が非常に多い。そこで排泄ケアについての知識・技術の
普及と専門職養成を目指し設立。今後は同様の取り組みをしている団体と手を
とり、活動を全国的に普及していきたいとのこと。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員6人�
ボランティア0人�
会員200

構成人員�

募 集 中 ！ �
会員を募集中。医療・介護従事者だけでなく、
一般の人でも大歓迎とのこと。より活動の輪を
広げていきたいと願っている。また市民公開講
座の参加者も募集中。さまざまな専門分野をも
つ講師を招き、参加者にとっても身近なテーマ
を取り上げている。講座の情報はホームページ
のほか、新聞にも掲載されるので参照を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2002年11月8日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町65�
　　　　　  名古屋大学医学部泌尿器科学教室�

052-744-2985�
平日　9:00～12:00　13:00～16:00�
052-744-2319�
haisetsu@med.nagoya-u.ac.jp�
http://www.m-haisetsu.info/haisetsu/

T E L �
�
FAX�
E-mail�
URL



愛知理美容福祉協会�

障害者・お年寄りに出張して理美容サービス�

名古屋市中川区�

理美容の免許を取得している理容師・美容師がグループを作り、施設入所や住
宅のお年寄り、障害のある人たちのグループホーム、デイサービスなどの施設を
訪問して、カットや顔そりなどの理美容サービスを行っている。活動ではカットなど
の理美容サービスを行うと同時に、外に出かけて人と触れ合ったり会話する機会
の少ないお年寄りの話し相手の役割も担っている。名古屋市を中心に尾張地
域でも活動している。�

理美容店を営む代表者が家族ぐるみで、知り合いの養育施設の子どもたちの
カットを無料で引き受けていた。そのうち障害者が暮らすグループホームからも訪
問サービスの要請があったため、もっと活動を広げようと仲間を募ってNPO法人
を設立。「寝たきりのお年寄りも、訪問サービスに行くと起き上がり、きれいになっ
たと笑顔で喜ばれるので、いつまでも元気で楽しい毎日を送れるよう、清潔で安
心なやさしいサービスを提供したい」と代表者は語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員1人�
ボランティア17人�
会員17

構成人員�

募 集 中 ！ �
一緒に活動する会員を募集している。会員は
主に理容師・美容師であり、自分たちの仕事が
休みになる月曜日と火曜日の参加できる時間に、
専門技術を活かしながら労力を提供してできる
ボランティア活動を行っている。訪問理美容
サービスの活動に参加したい人は、詳細を問い
合わせてみては。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2002年12月10日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

〒454-0857 名古屋市中川区明徳町1-16-2

052-651-3762　月・火　9:00～16:00�
052-651-3762�
－�
－�

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



アスペ・エルデの会�

発達障害者の生涯に渡る支援システムと環境づくり�

名古屋市西区�

発達障害児・者、家族、医師、専門家で構成されるNPO。愛知、岐阜、三重、静
岡(浜松)で、支援活動を行う15団体を正会員にもち、「生涯に渡る発達支援シ
ステム」の確立を目的に活動している。具体的には、地域ごとでの学習会の開催、
支援プログラムの開発・提供およびサポートブックなどの出版、研修やセミナー
の開講、学生を対象としたボランティアの育成など。また、「育てにくい子」の育
児講座なども開講し、広く一般へ向けた理解啓発も行う。�

団体名はアスペルガー(自閉症など)・LD(学習障害)に由来。1992年に発達障
害児の家族と、医師や専門家によって結成された。以来20年間、自閉症といっ
た診断名ではなく、「こだわりが強い」「特定の音に怯える」など障害特性にあっ
た支援を研究・実践している。発達障害児・者が抱える「生きづらさ」を解消し、
自立を支えたいという思いをもつ。「自立への道を広げるために、広く人々に発
達障害のことを知ってほしい」としている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員1人�
ボランティア180人�
会員230

構成人員�

募 集 中 ！ �
各地の支援活動や研修に参加しながら、専門
知識や接し方を身に付ける「ボランティアスクー�
ル」の受講生を募集中。2年間のカリキュラム
に参加できることが条件のため、とくに学生を
歓迎している。また、理解啓発を目的とした冊
子や、支援の手引きとなるサポートブックなどの
出版事業に協賛してくれる企業も募集中。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2002年1月29日�
保健・医療・福祉�
社会教育、子どもの健全育成�

概要�

連絡先�

〒�

052-505-5000 平日　9:00～17:00�
052-505-5000�
info@as-japan.jp�
http://www.as-japan.jp/j/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

452-0821 名古屋市西区上小田井2-187�
メゾンドボヌー小田井201



アダージョちくさ�

精神障害者の社会進出と地域の人々の心の健康を支援�

名古屋市千種区�

うつ病や統合失調症など精神障害をもつ人 を々対象とした作業所を2ヶ所運営。
内職作業で集中力や忍耐力を養うほか、協力企業でのアルバイトやイベントで
の模擬店出店によって、実際に仕事に就くための訓練を行っている。高齢者へ
の草むしりサービスなども有償ボランティアとして請け負い、利用者に訓練を兼
ねた社会貢献の場も提供。そのほかストレス軽減方法など、精神障害や心の健
康に関する普及啓発を実施し、心の病気の予防に努めている。�

精神障害をもつ人々の家族が始めた2つの作業所が前身。どちらも家族運営の
ため当事者のことをよく理解していたが負担が大きく、また家族に対する支援の
必要性もあった。そこで専門資格を持った職員を主体として、2つの作業所が協
力して運営するため団体を設立。利用者が、地域の人々の役に立てるような仕
事を請け負うことで、精神障害への理解を広め、実際に病気を体験した立場から
地域の人々の心の健康に貢献することを目指している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員12人�
ボランティア2人�
会員24

構成人員�

募 集 中 ！ �
「精神障害をもつ人々は『誰かの役に立ちたい』
という思いがとても強い。お祭りやイベントで人
手が足りないなど、仕事があればぜひ呼んでほしい」
と呼びかけている。有償・無償は応相談。また一
般の人 と々の関わりを増やしたいと望んでいる
ため、模擬店の出店やスタッフとして参加できる
地域イベントがあれば声をかけてみては。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2008年3月21日�
保健・医療・福祉�
まちづくり、職業能力・雇用機会�

概要�

連絡先�

〒464-0073 名古屋市千種区高見1-14-2�
　　　　　  慎栄マンション103

052-763-6088　平日　9:00～17:00�
052-763-6088�
gruppe@mediacat.ne.jp�
http://hota.soragoto.net/ada/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL


